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研修報告書

	所　　属　　南陽館通所リハビリテーショングループ　　職　種　介護福祉士　氏　名　赤坂　綾子

	期　　間　平成29年8月28日（月）～9月24日（日）現場実習

平成29年11月2日（木）報告会

	出張目的　　平成29年度青森県認知症介護実践研修（実践者研修）

	出 張 先　　八戸市総合福祉会館　他会

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


●職場実習　8月28日（月）～9月24日（日）　4週間

　通所リハビリテーションセンター「南陽館」にて実施

実習課題内容は別紙の研修報告にて報告いたします。

●報告会　11月2日（金）

　報告会では、研修参加者が各所属施設で取り組んできた自己課題を発表し、講師や他参加者からの質問や評価を行いました。

【総括】
今まで行ってきたケアでは、認知症の方の対応や個人の尊重について考えながら行っていたつもりではあったが、関わりや考えの深さについて足りていなかったことを実感しました。職場実習においては研修で学んだことを実践に活かし、注意深く観察し考え実践しました。安易なレクやプログラムやケアを自分本位に行っていましたと痛感し、利用者主体であり本人が何を望んでいるのか本質に辿り着く所までのアセスメントしっかり行うようにしていきたい。又、そこまでの過程の重要さを研修と職場実習で学び、自分が今まで行ってきた認知症ケアを振り返り考え方や対応方法について見つめ直す良い機会となりました。研修の修了のためにだけではなく、学んだことを今後継続し行い介護現場の質向上の為に振り返りやアセスメントしていかなければと感じ今後の認知症ケアに活かして行きたいと考えます。
実践報告書（実習課題設定）

施設・事業所名：介護老人保健施設南山苑　認知対応型通所介護南陽館　氏名：赤坂　綾子　　　　　　　　　
	事業所の概要

	通所リハビリテーション　定員28名

認知症対応型通所介護　定員12名

	事業所の基本理念

	みんなのために　あなたのために　わたしのために


	氏　名
	Ａ様
	性別
	女性
	年　齢
	83歳
	介護度
	要介護3

	家族構成
	氏名
	続柄
	年齢
	備考
	

	
	Ｂ様
	長女
	60歳代
	介護協力
	

	
	Ｃ様
	次女
	50歳代
	主介護者
	

	
	Ｄ様
	長男
	50歳代
	精神疾患あり
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	生　活　歴

	Ｍ町にて出生。20代で会社員の夫と結婚しＨ市へ移住し、1男2女授かる。74歳まで保険外交員をし働いていた。夫は58歳で他界している。75歳頃から火の消し忘れ等出現。市内に住んでいる長女の助けもあり特に問題なく生活できていた。79歳になり閉じこもりや認知症状出現し介護申請となる。

趣味は相撲・テレビ観賞・演歌鑑賞・花いじり。



	心　身　の　状　態

	病名：アルツハイマー型認知症　　　通所利用　月～金曜日の週５回。

【身体機能】

　左膝痛あり、歩行不安定さないが歩行時付き添い必要。

【ＡＤＬ】

　食事→セッティングすると自力摂取可能。毎回の食事摂取量にムラがあり、食べないものはお皿を

　　　　よせてしまう。ご家族へ好きな食べ物を聞き現在は主食を蕎麦とし、小さい茶碗に蕎麦を

　　　　分け、一品ずつ提供しています。

　排泄→トイレ誘導。尿意訴えあるがトイレ誘導しようとすると「違う」と誘導に拒否あり。便秘傾向。

　入浴→入浴声掛けに拒否あるが、時間をずらし対応すると入浴している。入浴拒否強い時は入浴せ

　　　　ず次の日入浴している。

　利用中の様子

　昼食後より「行くよ」とスタッフの手をとり帰宅要求聞かれる。要求強くなってくると表情険しくなり不機嫌さや落ち着きのなさ見られる。帰宅要求強い時はバスが見える出口に座ることが多い。

	社会性・コミュニケーション

	趣味は相撲・テレビ観賞・演歌鑑賞・花いじり。

以前利用していたデイサービスでは、他者からいじめのような事があった。又、帰宅要求強く4時間利用できない状況であった。

	本人・家族のニーズ

	本人の気持ち

	自宅がいい。どこにも行きたくない。

家に帰れるか不安な時間を過ごしている。助けてほしい。

	家族の気持ち（悩み・要望・願いなど）

	認知症は進行しているが、介護サービスを利用しながら自宅での介護を今まで通り続けたい。仕事があるので長い時間利用できると助かる。

顔なじみのデイスタッフがいれば本人も安心。




	本人の望む生活

	帰るまでの時間を不安なく安心して過ごしたい。

	望む生活を実現するために実践する事

	○不安そうな表情や言動をしている時は、本人の側について話を聞き希望を引き出すように努める。

1週目

・朝の送迎時や来所時、必ずあいさつをしお互いを認識し信頼関係を作る。

・時間を決め一日の流れや帰る時間の確認をする。

2週目・3週目

・1週目を継続して行う。

・本人の表情や言動からやりたい事を探る。

・不安を訴える時と訴えない時の物理的・人的環境はどうだったか見ていく。

4週目

1週目～3週目を実践しながら本人の表情や言動から安心して過ごせているか反応を見ていく。

	自分の立てた計画をどの程度実践できたか自己評価してください。

	実行できた 　　５　 ・　 ４　 ・　 ３　 ・　 ２　 ・　 １　　 実行できなかった

	実際にあなたがどのようなことに取り組んだのか、具体的に記入してください。

	1週目朝の送迎時や来所時、しっかりお互いの顔をあわせ笑顔で挨拶しお辞儀する。時間を決め(朝の送迎時・お昼前後・帰る前)一日の流れと帰る時間を伝え一緒に時計を見ながら時間の確認をした。その際相手の目をしっかり見て手を握りながら伝え、時計を見る時は同じ目線になるように一緒に見た。その際に本人の表情・態度等様子を見る。

2週目・3週目不安そうな表情をしたり帰宅要求ある時は、本人の側を離れずペーシングを使い話をじっくり聞き、本人の希望を引き出すように努めた。又、「行きたい」と言った言葉の本当の意味を、言動から察するようにした。

不安を訴える時と訴えない時の周りの環境を比較すると、周囲にいる利用者の独語を気にしている様子があり、席を離し距離をとった。「私と一緒に帰ろうね」と言ってくれる利用者には自ら話しかけに行く様子があったので、近くの席に座ってもらった。

4週目本人の表情や言動から一日安心して過ごしているか表情や態度等様子を見た。

	その取り組みを行ったことによって、あなたや利用者（認知症高齢者や家族など）にはどんな変化がみられましたか？その効果を測る客観的な指標も具体的に示してください。

	・時間を決め一日の流れや帰る時間を、一緒に時計を見ながら説明し確認する事で、先の事が分かり「お願いね」と相手から手を握り返し一緒に席に座った。説明も具体的な言葉より「サアっと」等本人の分かりやすい言葉があり、その言い方を取りいれ伝えることで理解していた。→手がかりがあれば時間認識できて事から、今までの説明が相手に分かりやすく伝わっていなかった事に気付かされた。

・「行きたい」と言った時に本人の言動をしっかり見ていくと上着や腹部周辺を触る事が多く、トイレ誘導を試みた。今まではトイレまで行かない事が多かったが、排泄のタイミングが合い拒否なくトイレまで行き排泄していた。排泄後は「行きたい」と訴える事が少なくなり、険しい表情を時間も少なくなった⇒「行きたい」という言葉がただの帰宅要求ではなくトイレの訴えや今の不安な気持ちをうまく表現できずにいたと考えた。

・席を調整する事で険しい表情をする事が少なくなった。→気の合う利用者ができ、その方と話をする時間が増えたことで、不安な気持ちが和らいだと考えた。

	取り組みのなかでうまくいったこと、あるいはうまくいかなかったことはなんですか。

	・昼食後からの帰宅要求の軽減はなかったが、本人と向き合ったことで表情や言動から今の不安な気持ちをすぐに察する事ができ２週目以降はバスを見に出口まで行く事がなくなった。

・私たちがトイレのサインに気付く事で、トイレ誘導の拒否がなく排泄できるようになった。

	実践を通しての感想をお聞かせください

	A様の「行きたい」と言った言葉を、帰宅要求ととらえ帰りたいのだと私たちが思い込んでいた為、本当に訴えたかった事の身体的サインを見逃し不安な時間を過ごさせていた。今までの環境が落ち着ける場所で過ごせていなかった事に気付き、席を調整するなど環境を整え安心できる時間を増やす事が本人に必要と分かった。関わりの時間が長くてもしっかり相手と向き合い理解しようとしないと、上辺だけのコミュニケーションとなる。些細なことにも必ず意味があり理解しようとする事が未熟だと気付かされた。これからの日々の関わりを通して、一人一人が笑顔で過ごせるように支援していきたい。


